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法人の成り立ち

自閉症の子をもつ京都の親たちが集まり，当時，知的障がい児・者

福祉の谷間に取り残されていた自閉症児・者のために，よりよい療育

と生活の場を求め，昭和58（1983）年10月から施設つくり運動をは

じめました．

現在の施設位置（京都市右京区京北大野町）で土地の寄贈を受け，

昭和63（1988）年10月，京都府により社会福祉法人「京都杉の木

会」の設立が認められました．

施設である「京北やまぐにの郷」は，平成元（1989）年6月に竣工

し， ただちに開所し，現在に至っています．開所当初の施設の種別

は，知的障がい者入所更生施設でした．
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地域交流ホーム

京北やまぐにの郷
（生活棟）

京都市右京区京北大野町にあります．京北やまぐにの郷

基本理念

● 個人の尊厳が守られる幸福な生活の場を提供する．

● 利用者個々のニードに対応した多様な支援ができるよう
創意工夫に努める．

● 利用者の個性を活かす． 3



「京北やまぐにの郷」のいま (1)

⚫ 知的障がいや自閉スペクトラム症を有する人たち4６名を

24時間365日暮らしを支える施設です．

⚫ 日中は通われている利用者2名を加え，48名が作業や療育活

動に取り組まれています．

下請け作業の風景 ミュージックケアの一コマ
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「京北やまぐにの郷」のいま (2)

北山杉を使った手作りおもちゃ

手作りの自主製品の品々
チラシの袋詰め

ペット床材（チップ）の袋詰め
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障がい児・者福祉の新しい考え方
● 地域生活を重視

国際障害年をきっかけに，大規模な入所施設から，「地域で普通に生活す

ることを支援する」という考えのもとに，共生型社会を目指す方向に移っ

ています．

地域生活を支援するため，行動援護(ガイドヘルプ)，居宅介護，重度訪問

介護，共同生活援助（グループホーム，GH），短期入所 など多様なサー

ビスが考えられています．

● 親亡き後
一方では，例えば親亡き後のように親もとでの生活ができなくなった

場合， あるいは親から自立しようとする場合，そのような人たちを

どのように支援するかという問題があります．

グループホームはそのための方法のひとつとして想定されています．

● 緊急時の対応
親が入院した場合などの緊急時に，親と障がい者を守るため，短期入所の

機能が不可欠です．
6



親が考える親なきあとの暮らし方
療育手帳を持つ回答数 86 名

京都府自閉症協会 2016年6月

グループホーム：34名

入 所 施 設：29名

支援を受けながらの
一人暮らし：15名

きょうだいなど
親族と同居：4名

回答なし：3名
一人暮らし：1名
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今里で私たちが目指すこと ( 1 )

② 共生社会の実現と地域で暮らす

⇒グループホーム

① 地域で暮らす障がい者の日中を有意義に過ごす

⇒生活介護事業

③ 地域で暮らす障がい者やその家族を支える

⇒短期入所(ショートステイ)

④ 障がい者や家族が安心して暮らしや仕事について

相談することができる

⇒相談支援事業
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今里で私たちが目指すこと ( 2 )

⑥ 災害時におけるセーフティネット機能

⇒食料備蓄や浴室開放・福祉避難所

⑤ 地域の方々との交流の場

⇒社会資源としての施設開放

⑦ 地域への仲間入り

⇒共生社会の実現に向け，地域への仲間入り

9



どのような人が利用するのか？

知的障がい，自閉スペクトラム症を有する人たちで

す（児童，成人），

とくに，私どものこれまでの実践に基づき，双方を

併せ持つ方人たち，自閉症あるいは自閉傾向をもつ

知的障がい児・者です．
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知的障がい（知的な遅れ）とは？

脳の障がいにより、発達に遅れがあること。

⇒生活面や学習面で知的な成長が遅れ，生活がとても

しづらい人たちです．

自閉スペクトラム症とは？

ふつうに自閉症というと，

１．周囲との交流のむずかしさ

２．言葉の遅れ

３．興味の限定，こだわりがある

４．同じ動作の繰り返し

という特徴があり，多くの場合，知的障がいをともないます．
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どんな症状があるの？ ごく一部を紹介すると・・・

● 視線が合わない（目と目を合わそうとしない）

● よそよそしい態度をとる（無視しているような）

● 耳が聞こえていないかのように振る舞う

● 痛みに鈍感（ケガをしていても何事もないようなフリをする）

● 明らかな危険に対して恐怖心がない

● 泣き叫びやかんしゃく、パニックがある

● オウム返しがある などなど

自閉スペクトラム症の人ってどれくらいいるの？

現在では 200～300人に 1人くらいと考えられています
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障がい児・者の統計 内閣府「障害者白書」（2020-R02-)

      計    成   人   子ども   年齢不詳

身体障がい 436.0 419.5 7.2 9.3

知的障がい 109.4 85.1 22.5 1.8

精神障がい 419.9 391.6 27.6 0.7

計 965.3 896.2 57.3 11.8 単位：万人

身体障がい

知的障がい

精神障がい

三障がいの
計

年齢不詳子ども成 人計

万人



作業にも工夫が･･･
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以前取り組んでいた
除草作業の風景です
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① 地域で暮らす障がい者の日中を有意義に過ごせる場

⇒生活介護事業

高齢者がデイサービスを利用されるように，地域で暮ら

す障がい者が日中を有意義に過ごせる場として生活介護

事業を設置します（定員：20名）．

9:00から16:00の開設時間では，療育活動や創作活動，

軽作業を設定します．

屋外に出る場合は支援者が付添います．

セキュリティ確保のため，玄関は原則として施錠します．

ご利用者は送迎にて対応し，通行には安全に留意します．

駐車場側に出入口（玄関）を設置します．

今里での事業内容①
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① 生活介護事業

2階建て1階部分（定員：20名）

開 所 日：平日 ※年末年始・土日曜日及び祝祭日は休止

開所時間：9:00～16:00 原則，施設が送迎にて対応します．

今 里 で の 事 業 内 容 ①
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② 共生社会の実現と地域で暮らす ⇒グループホーム

「地域で普通に生活することを支援する」という考え

に加え、共生型社会に向けた考えに沿って，地域の

方々と共に暮らしの場を創造します．

セキュリティ確保のため，玄関は原則として施錠します．

プライバシーに配慮し全室を個室で配置します．

安心して暮らせる空間づくりに努めます．

生活騒音に配慮した防音設計とします．

全室禁煙とします．
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②共同生活援助事業(GH)：2階建て2階部分

日中サービス支援型（定員：6名×2） ※休日なし

③短期入所事業（併設型）： 2階建て2階部分

（定員：1名,2名）※休日なし

リビングイメージ写真

居室イメージ写真

今里での事業内容 ②，③
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③ 地域で暮らす障がい者やその家族を支える機能

⇒短期入所(ショートステイ)

地域で暮らす障がい者のご家族の急用により，自宅で

一人では過ごせない場合やご家族の休息のため，一

時的に過ごしてもらう場を設置します．

グループホーム内に併設します．

プライバシーに配慮し全室を個室で配置します．

安心して暮らせる空間づくりに努めます．

生活騒音に配慮した防音を完備します．

全室禁煙とします．
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京北やまぐにの郷のフォローアップ体制

支援にあたって，支援困難の場合や生活の立て

直しが必要な場合は，京北やまぐにの郷（入所

機能）がバックアップします．
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地域で暮らす障がい児・者が適切なサービスを利用

できるように，意思を尊重し、意思決定できるよう

に相談できる場として相談支援事業を設置します．

④ 相談支援事業所： 2階建て1階部分

障がい者や家族が安心して相談できる場

開 所 日：平日 ※土日曜日及び祝祭日は休止

開所時間： 9:00～16:00

※生活介護事業所に併設します．

※来訪者用の駐車スペースを確保しています．

今里での事業内容 ④
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各 事 業 の 活 動 時 間 帯 一 覧
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時間帯
/ 事業名

0 ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 21 24

生活介護

グループ
ホーム

ショート
ステイ

相談支援

地域会議室

スヌーズレン
ルーム



⑤ 地域交流の場(施設開放）： 2階建て1階部分

◎会議スペース

開 放 日 ：平日並びに土日曜日及び祝祭日

開放時間：①10:00～12:00

②13:00～16:00

③19:00～22:00

◎スヌーズレンルーム

※感覚刺激空間を用いて，リラクゼーション活動を行う部屋

開 放 日 ：土日曜日及び祝祭日

開放時間：①10:00～12:00

②13:00～16:00

今里での事業内容 ⑤
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スヌーズレンルーム
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⑥ 災害時におけるセーフティネット機能

◎自主防災倉庫の設置

⇒食料備蓄（飲料水・缶詰・アルファ化米等）を行います

⇒防災用品（簡易トイレ・グッズ）貸出

◎自家発電機の確保

⇒停電時の避難誘導灯の確保及び

携帯電話バッテリー充電用の電源を一部開放します．

◎発災時の浴室開放

⇒熱源を通常と異なるものにすることにより、入浴可能とします．

◎発災時の福祉避難所としてのスペースを確保

⇒地域にお住いの障がい者の人たちが、安心して避難できる

スペースを確保します．
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今里での事業内容 ⑥



⑥ 災害時における施設開放： ３階建て部分

◎ギャラリースペース兼福祉避難スペース

開 放 日 ：発災時

開放時間：避難所閉設まで
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⑦ 地域の仲間に

◎共生社会に向け，地域との関係を大切にしたい

⇒地域の良好な一員となれるよう最大限の努力をします．

⇒可能であれば，地元自治会へ加入します．

⇒地域の行事へ積極的に参加し，協力します．

⇒地域で障がい理解を深める取り組みをします．

今里での事業内容 ⑦
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建物の概要（案）
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建物の概要（案）
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建物の配置と概要（１階）
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建物の配置と概要（2階）
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建物の配置と概要（3階）
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これか らの予定

2021(R03) 2022(R04) 2023(R05) 2024(R06)

住 民 説 明 会 （ 予 定 ）

住民説明会(7/25)

国庫補助金申請（夏頃）

国庫補助ヒアリング（秋頃）

国庫補決定通知（夏頃）

建設工事着工（夏頃）

建設工事竣工（春頃）

事業開始（春頃）



むすび：私どものめざすこと

1. 知的障がい者，とくに自閉症をあわせもつ障がい者に，

日中活動の場と住まいの場を提供し，利用者がより幸

せに，少しでも生きやすくなるように支援します．

2. 両親をはじめ周りの人々の不安や心配に寄り添って，

ともに生きることを支え，応援します．

3. これらの活動により，乙訓地域の障がい者福祉の一層

の向上に貢献します．

4. 運営にあたっては地域との共生を最重視し，いい関係

を保ちつつ，円滑な活動が続けられるよう最大限の努

力を尽くします．

36
ご清聴ありがとうございました


